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写真は、桜まつりでにぎわう中川堤

春 は 桜 の 中 川 堤

さ
く
ら
ま
つ
り

春
は
桜
の
中
川
堤

富
士
も
筑
波
も

ほ
ん
の
り
化
粧

牡
丹
大
師
に
願
か
け
ま
い
る

足
立
む
す
め
の
恋
も
咲
く

テ
モ
サ
ッ
テ
モ

足
立
よ
い
と
こ

足
立
よ
い
と
こ

花
ど
こ
ろ
　
ス
ッ
チ
ョ
ン
ナ

と
足
立
音
頭
の
唄
ご
え
に
の
っ
て
、四
月
三
日
か

ら
十
二
日
ま
で
、に
ぎ
や
か
に
中
川
堤
桜
ま
つ
り
が

開
か
れ
ま
す
。

こ
の
中
川
堤
に
は
、
約
四
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
一
千

本
の
桜
並
木
が
あ
り
、
そ
の
花
の
ト
ン
ネ
ル
、花
吹

雪
は
江
東
随
一
と
い
わ
れ
、み
ご
と
な
も
の
で
す
。

桜
は
東
京
の
郷
土
の
花
と
し
て
、江
戸
時
代
か
ら

全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、い
ま
で
は
こ
の
郷
土

の
花
も
あ
ま
り
み
ら
れ
ず
、そ
の
名
所
も
数
少
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

中
川
堤
の
桜
も
、自
動
車
の
振
動
や
排
気
ガ
ス
の

た
め
年
々
衰
え
を
み
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
足
立

区
観
光
協
会
や
地
元
中
川
堤
桜
保
存
会
の
非
常
な
努

力
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、樹
令
六
十
年
と
い
わ
れ
る
老

木
は
、
ま
だ
ま
だ
歳
に
も
ま
け
ず
、ら
ん
ま
ん
と
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

桜
ま
つ
り
期
間
中
は
雨
天
を
除
い
て
、中
川
堤
防

上
道
路
を
車
両
交
通
止
に
し
ま
す
。
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総
合
的
な
美
化
運
動

四
月
十
日
の
首
都
美
化
デ
ー

区
で
は
、
首
都
美
化
運
動
の
一

つ
と
し
て
、
町
会
や
、
商
店
会
、

学
校
の
児
童
、
P
T
A
、
そ
の
他

新
生
活
運
動
足
立
区
モ
デ
ル
地
区

の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
四
月
十

日
の
首
都
美
化
デ
ー
に
、
重
点
的

清
掃
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
場
所
は
、
北
千
住
駅
西
口
と

東
口
、
お
よ
び
千
住
一
丁
目
～
四

丁
目
、
千
住
旭
町
を
中
心
と
し

て
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
民
間
団
体
の
他
、

都
の
広
報
室
と
、
清
掃
局
や
首
都

整
備
局
な
ど
六
局
、
お
よ
び
、
警

視
庁
や
教
育
庁
が
参
加
し
て
、
道

路
の
清
掃
、
違
反
ポ
ス
タ
ー
の
取

り
は
ず
し
、
道
路
の
不
正
使
用
や

ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
の
取
締
り
、
カ

と
ハ
エ
の
駆
除
な
ど
、
総
合
的
な

美
化
運
動
を

行
な
い
ま

す
。ま

た
、
同

日
午
前
九
時

か
ら
午
後
三

時
ま
で
、
北

千
住
駅
西
口

広
場
に
首
都

美
化
総
合
相

談
所
を
開
設

し
、
町
を
明

か
る
く
、
美

く
し
く
す
る

た
め
の
い
ろ

い
ろ
な
相
談

に
の
る
こ
と

に
な
っ
て
い

ま
す
。

( 清掃に励む婦人会の方々)

ゴ
ミ
容
器
、
区
内
に
百
個
と
り

つ
け

こ
の
ほ
ど
、
文
化
放
送
か
ら
、

ゴ
ミ
の
な
い
、
き
れ
い
な
町
に
し

て
下
さ
い
と
、
ゴ
ミ
容
器
百
個
が

届
き
ま
し
た
。
区
で
は
さ
っ
そ
く

人
通
り
の
多
い
、
日
光
街
道
な
ど

の
主
要
道
路
や
、
み
ん
な
の
い
こ

い
の
場
で
あ
る
公
園
や
遊
園
地
な

ど
に
取
付
け
ま
し
た
。

町
に
は
町
の
顔
が
あ
り
ま
す
。

い
つ
も
、
さ
っ
ぴ
り
と
し
た
き

れ
い
な
町
で
あ
り
た
い
も
の
で

す
。

四
月
一
日
か
ら
運
転
開
始

―
―
足
立
清
掃
工
場―

東
武
線
竹
の
塚
駅
か
ら
、
た
ん

ぼ
の
中
に
大
き
な
二
本
の
煙
突
が

見
え
ま
す
。
こ
れ
が
、
四
月
一
日

か
ら
運
転
開
始
さ
れ
る
、
竹
塚
の

ゴ
ミ
焼
却
場
で
す
。

こ
の
焼
却
場
は
、
敷
地
三
万
二

千
八
百
八
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の

土
地
に
、
総
工
費
十
一
億
一
千
五

百
余
万
円
を
か
け
て
造
ら
れ
た
も

の
で
、
い
ま
の
と
こ
ろ
一
日
に
約

二
百
ト
ン
、小
型
ト
ラ
ッ
ク
二
百

二
十
台
分
の
ゴ
ミ
を
処
理
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
、
一
昼

夜
二
十
四
時
間
運
転
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
約
六
百
ト
ン
の
ゴ
ミ

が
焼
却
で
き
、
現
在
、足
立
区
内

か
ら
出
る
ゴ
ミ
が
一
日
約
三
百
三

十
ト
ン
で
す
か
ら
、
そ
の
二
倍
近

く
も
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
ゴ
ミ
を
燃
や
し
た
熱
で
湯

を
沸
か
し
、
付
近
の
一
般
家
庭
に

無
料
で
さ
し
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な

焼
却
炉
で
も
、
ゴ
ミ
に
水
分
が
多

く
、
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
と

、
燃

え
に
く
く
、
焼
却
能
率
が
下
が
っ

て
き
ま
す
の
で
、
水
気
の
あ
る
ゴ

ミ
は
、
よ
く
水
を
き
っ
て
か
ら
ゴ

ミ
容
器
に
入
れ
る
よ
う
清
掃
局
で

は
望
ん
で
い
ま
す
。

( 完成した足立清掃工場)

子
ど
も
を
交
通
事
故

か
ら
守
り
し
ま
よ
う

区民相談の―
―ご 案 内

法
律
相
談
―
毎
月
第

三
木
曜
日
・
産
業

振
興
館

毎
月
第
三
水
曜
日

梅
島
支
所

教
育
相
談
―
毎
週
月

水
・
金
曜
日
・
千

寿
第
四
小
学
校
内

教
育
相
談
所

税
務
・
経
理
・
経
営
・
保
護
一
般

相
談
―
毎
週
木
曜
日
(
第
三
木
曜

日
を
除
く
)
・
産
業
振
興
館

結
婚
相
談
―
毎
日
(
土
曜
半
日
・

日
曜
祭
日
は
休
み
)
産
業
振
興

館
人
権
身
の
上
相
談
―
毎
月
二
十
二

日
(
当
日
が
日
曜
日
の
と
き
は

月
曜
日
)
産
業
振
興
館

中
小
企
業
相
談
―
毎
日
(
土
曜
半

日
・
日
曜
祭
日
は
休
み
)
足
立

区
役
所
経
済
課
内
、中
小
企
業

相
談
所
足
立
支
所

3 月1 日 現 在 の 人 口

人 口　467, 112
世 帯　121, 999

昭和29年3 月1 日現在の調査では、人口が314, 786
人でした。10年間に152, 326人増加

したことになります。( 食糧配給台帳によ
る人口と世帯および人口調査より)
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教 育
新
入
学
児
童
を
も
つ

お
母
さ
ん
方
へ

四
月
は
入
学
の
時
期
。
足
立
区

で
は
、
こ
の
春
、
約
七
千
名
の
新

入
生
が
小
学
校
に
あ
が
り
ま
す
。

お
母
さ
ん
方
も
、
何
か
と
、
そ
の

凖
備
に
、
お
い
そ
が
し
い
こ
と
で

し
ょ
う
。

子
ど
も
は
、
団
体
生
活
と
い
う

い
ま
ま
で
と
違
っ
た
新
ら
し
い
生

活
に
入
る
た
め
、
心
身
共
に
、
い

ろ
い
ろ
な
変
化
を
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
入
学
児
童
を
も
つ

お
母
さ
ん
方
は
、
次
の
よ
う
な
こ

と
を
心
が
け
て
下
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
し
つ
け
を

1
　
自
分
の
な
ま
え
は
、
書
け
る

よ
う
、
読
め
る
よ
う
に
。
ま
た
、

持
物
に
は
全
部
な
ま
え
を
書
い
て

お
く
。

2
　
身
の
ま
わ
り
の
し
ま
つ
は
、

自
分
で
で
き
る
よ
う
に
。

3

　
な
ま
え
を
呼
ば
れ
た
ら
、
元

気
よ
く

〝
ハ
イ
〟
と
返
事
を
す
る

よ
う
に
。

4
　
家
族
の
人
た
ち
の
手
を
か
り

ず
、
一
人
で
元
気
よ
く
通
学
で
き

る
よ
う
に
。

あ
た
た
か
い
思
い
や
り

入
学
時
は
、
た
い
へ
ん
緊
張
し

ま
す
。
家
庭
内
で
は
、こ
ど
も
の

心
を
緊
張
さ
せ
る
よ
う
な
話
は
、

つ
と
め
て
さ
け
る
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。

通
学
の
と
き
は

1
　
住
所
と
家
族
の
な
ま
え
を
い

え
る
よ
う
に
す
る
。

2
　
見
知
ら
ぬ
人
と
は
、
誘
わ
れ

て
も
、つ
い
て
行
か
な
い
よ
う
に

よ
く
、
注
意
し
て
お
く
。

3
　
安
全
な
通
学
路
を
き
め
る
。

自
宅
か
ら
学
校
ま
で
の
安
全
な

道
順
を
、
教
え
、
な
れ
さ
せ
て
お

い
て
下
さ
い
。
(
安
全
な
道
順
と

と
し
て
各
学
校
に
通
学
路
が
き
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、学
校
に
お

問
合
せ
下
さ
い
。
)

4
　
右
側
通
行
や
、
信
号
、
道
路

横
断
な
ど
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や

す
い
交
通
教
育
を
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

▽
そ
の
他
、入
学
の
準
備
で
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
、
学

校
の
先
生
方
に
聞
い
て
下
さ
い
。

教
育
に
つ
い
て
の
相
談
は

足
立
区
教
育
相
談
所
へ

足
立
区
教
育
委
員
会
で
は
、
毎

週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
十
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
千
寿
第
四

小
学
校
で
教
育
相
談
所
を
開
い
て

い
ま
す
。
内
容
は
、
知
能
・
性
格

行
動
・
身
体
・
神
経
・
そ
の
他
教

育
に
関
す
る
す
べ
て
の
こ
と
に
つ

い
て
、
東
大
教
育
相
談
所
員
、
他

専
門
の
医
者
が
相
談
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

四
月
二
十
一
日
か
ら
四
日
間

巡
回
少
年
相
談
所
を
開
設

警
視
庁
の
少
年
課
で
は
、
4
月
2
1

日
(
火
)

、2
2日
(
水
)
の
二

日
間
を
、
国
電
北
千
住
駅
西
口
広

場
に
、
ま
た
、
4
月
2
3日
(
木
)
2
4

日
(
金
)
の
二
日
間
を
、西
新
井
大

師
境
内
に
、
巡
回
少
年
相
談
所
を

開
き
ま
す
。
時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

性
格
、
知
能
テ
ス
ト
も
行
な
い

費
用
は
い
っ
さ
い
無
料
。

ま
た
、
秘
密
は
固
く
守
り
、
そ

の
場
だ
け
で
な
く
、
ひ
き
つ
づ
き

相
談
に
の
り
ま
す
。

青
少
年
を
守
る
運
動

こ
ど
も
に
『
愛
』
の
ひ
と
こ
と
を

青
少
年
の
不
良
化
や
非
行
が
、

年
々
、
年
令
の
低
い
も
の
に
移
り
、

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

区
で
は
足
立
区
青
少
年
問
題
協

議
会
と
と
も
に
、
昨
年
に
引
続
き

「
青
少
年
を
守
る
運
動
」
を
強
く

推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
目
標
と
し
て

(
1
)
公
徳
心
を
高
め
る
。

(
2
)
勤
労
青
少
年
の
福
祉
を
増
進
す

る
。

(
3
)
社
会
の
環
境
を
よ
く
す
る
。

(
4
)
青
少
年
の
非
行
を
ふ
せ
ぐ
。

(
5
)
青
少
年
の
事
故
を
ふ
せ
ぐ
。

特
に
非
行
や
、
事
故
防
止
に
つ

い
て
は
「
ひ
と
声
運
動
」
と
い
っ

て
、
ひ
と
声
か
け
て
み
ん
な
で
注

意
す
る
運
動
を
行
な
い
、
ま
た
、

公
徳
心
を
高
め
る
た
め
に
は
「
小

さ
な
親
切
運
動
」
に
よ
っ
て
人
間

性
を
そ
だ
て
る
こ
と
に
努
め
ま

す
。こ

の
よ
う
な
運
動
は
各
ご
家
庭

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、町
全
体
の

ご
協
力
が
な
け
れ
ば
成
果
は
あ
が

り
ま
せ
ん
。み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

移動図書 館のご案内

この移動図書館は、幼児のための絵本から、一般成人

に読まれる本まで「きぼう号」に積み、第1 、第3 水曜

はA コース、第2 、第4 水曜はB コースと、2 コースに

分けて巡回しています。本を借りるには、印鑑とお米の

通帳を持って申請して下さい。そうすれば、どなたでも

無料で2 週間、借りることができます。現在貸出しをし

ている地区は次のとおりです。

A コース　昭和湯前、前10→本木五丁目 婦 人 会、 前10. 40

→上沼田都営アパート、前11→西新井公団住宅 内

後1 →第14出張所、後1. 50→伊興町大境都営住宅、後2. 20

B コース　二ツ家町住宅内、前9. 40→四ツ家町都営住

宅内、前10. 20→東島根町都営住宅内、前11→北保 木間

都営住宅内、後1 →第17出張所、後1. 50→なかよし子ど

も会→後2. 1O→第18出張所前、後2. 20

一 部 、 小 中 学 校 の 電語 番 号 が 変 り ま した

38年5 月以後、次のとおり新設、変更がありました。

なお、宮城小学校は、4月20日から、次のとおり変更になり

ます。新番号( 913) 5338～9　旧番号( 911) 3287、( 919) 7411
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夜

道

も
明

る

く

四
月
か
ら
　
千
二
十
三

灯
つ
く

街 路 灯

区
政
懇
談
会
や
、
青
少
年
問
題

協
議
会
な
ど
で
、
街
路
灯
の
要
望

が
多
く
、
そ
れ
に
こ
た
え
て
、
区

で
は
、
総
工
費
千
三
百
十
万
余
円

を
か
け
て
千
二
十
三
基
の
街
路
灯

を
新
設
し
、
四
月
か
ら
点
灯
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

設
置
さ
れ
た
場
所
は
、
歩
行
者

や
交
通
量
が
多
く
、
照
明
設
備
の

な
い
区
道
で
、新
ら
し
く
建
つ
住

宅
地
域
の
防
犯
と
、
町
の
美
化
を

か
ね
て
設
置
し
た
も
の
で
す
。

明
か
る
さ
は
道
幅
四
メ
ー
ト
ル

か
ら
五
メ
ー
ト
ル
の
区
道
は
五
十

ワ
ッ
ト
、
六
メ
ー
ト
ル
か
ら
八
メ

ー
ト
ル
は
百
ワ
ッ
ト
、
九
メ
ー
ト

ル
以
上
は
二
百
ワ
ッ
ト
の
三
種
類

で
す
。

す
で
に
四
千
三
百
七
十
七
基
設

置
さ
れ
て
い
る
の
で
、こ
れ
を
合

わ
せ
る
と
区
内
に
は
五
千
四
百
基

の
街
路
灯
が
つ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

設
置
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
千
住
日
ノ
出
町
三
八
―
同
町

二
七
(
二
十
七
基
)

▽
千
住
元
町
四
六
―
千
住
大
川

町
一
四
(
四
十
四
基
)

▽
千
住
一
丁
目
五
〇
―
同
六
三
(

六
十
三
基
)

▽
千
住
二
丁
目
三
八
―
同
宮
元

町
五
五
(
三
十
六
基
)

▽
本
木
西
町
五
―
本
木
町
四
丁

目
四
八
一
七
(
六
十
八
基
)

▽
梅
田
町
二
八
―
同
町
六
〇
八
(

四
十
九
基
)

▽
千
住
八
千
代
町
三
一
―
梅
田

町
一
四
八
〇
(
二
十
四
基
)

▽
梅
島
町
七
―
同
町
四
〇
(
五

十
四
基
)

▽
末
広
町
二
五
―
小
右
衛
門
町

四
四
四
(
三
十
一
基
)

▽
千
住
高
砂
町
一
一
七
―
五
反

野
南
町
七
二
七
(
八
十
九
基
)

▽
宮
城
町
八
―
小
台
町
五
五
〇
(

八
十
九
基
)

▽
五
兵
衛
町
一
〇
九
一
―
二
ツ

家
町
二
二
〇
(
四
十
基
)

▽
大
谷
田
町
二
丁
目
一
六
八
―

長
門
町
一
〇
二
(
六
十
一
基
)

▽
保
木
間
町
二
二
〇
九
―
花
畑

町
三
四
五
一
(
四
十
八
基
)

▽
下
沼
田
町
八
〇
五
―
西
新
井

町
一
三
七
〇
(
三
十
三
基
)

▽
本
木
町
一
丁
目
六
六
三
―
日

吉
町
一
七
(
六
十
七
基
)

▽
花
畑
町
五
七
九
〇
―
六
町
一

三
五
八
(
百
基
)

▽
興
野
町
一
一
九
四
―
梅
田
町

二
七
八
(
五
十
三
基
)

▽
本
木
北
町
一
一
―
興
野
町
一

〇
二
三
(
十
八
基
)

▽
興
野
町
八
―
同
町
二
四
二
(

二
十
基
)

▽
西
新
井
町
一
一
一
三
番
地
先
(

五
基
)
▽
梅
島
支
所
前
(
四
基
)

合
計
千
二
十
三
基

伊興町前沼の赤山街道にとりつけられた街路灯

四
月
中
の
道
路
工
事

▽
古
平
谷
町
一
一
四
七
―
伊
興

町
番
伝
三
九
八
六
、
二
百
九
十
四
m

、
道
路
改
修
、五
月
十
日
ま
で
。

▽
蒲
原
町
二
丁
目
七
六
―
同
七
〇

百
三
十
七
m
、中
級
舗
装
、
五
月

十
日
ま
で
。
▽
本
木
西
町
五
―
本

木
北
町
一
一
、
九
百
二
十
m
、
中

級
舗
装
、
四
月
十
五
日
ま
で
。
▽

舎
人
町
六
―
古
千
谷
町
三
三
七
、

百
四
十
一
m
、
道
路
改
修
、
五
月

二
十
日
ま
で
。
▽
舎
人
町
二
九
〇

―
同
二
〇
九
二
、
千
八
十
九
m
、

中
級
舗
装
、四
月
十
五
日
ま
で
。

▽
西
新
井
町
九
四
五
―
同
町
三
七

九
、
百
八
十
五
m
、
中
級
舗
装
、

五
月
二
十
日
ま
で
。
▽
五
反
野
北

町
二
〇
九
二
―
五
兵
衛
町
九
六

八
、
二
百
四
十
四
m
、
L
型
側
溝

三
千
円
に
増
額
……
国
保
の
助
産
・
葬
祭
費

足
立
区
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
四
月
一
日
か

ら
、
助
産
費
が
、
い
ま
ま
で
の
二

千
円
か
ら
三
千
円
に
、
葬
祭
費
が

二
千
五
百
円
か
ら
三
千
円
に
、
そ

れ
ぞ
れ
増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
条
例
中
、
従
来
の
「
保

険
料
の
額
の
告
知
」
を
「
保
険
料

の
額
の
通
知
」
と
い
う
よ
う
に
、

「
告
知
」
を
「
通
知
」
と
用
語
の

変
更
を
し
ま
す
。

公明選挙　標語コンクール　作品募集

明かるく正しい選挙が行なわれるよう、公明選挙の標語募集

をします。1 人で何点応募しても結構です。ふるって応募下さ

い。ただし、自作、末発表のものに限ります。

応募資格　区内在住、または勤め先のある方

応募方法　はがきに作品と、住所、氏名、職業(学校名)年令

を明記して下さい。

応募先　　足立区選挙管理委員会(足立区千住1丁目50)

しめ切　　4月10日

発表　　　4月中に区内に掲示し、入賞者あて通知します。

賞品　　　1等　賞状および5, 000円相当の品、1名、そ

の他2等2名、佳作15名に記念品と賞状を贈ります。

主催　　　足立区公明選挙推進協議会

足立区選挙管理委員会

鷲
神
社
な
ど
八
カ
所
を

区
内
の
名
所
、
史
跡
め
ぐ
り

足
立
区
文
化
団
体
連
合
会
で
は

区
内
の
名
所
や
史
跡
な
ど
、
古
い

昔
の
足
立
と
開
け
ゆ
く
新
ら
し
い

足
立
の
姿
を
一
般
区
民
の
方
に
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
四
月
十
四
日

に
、
区
内
名
所
・
史
跡
め
ぐ
り
を

行
な
い
ま
す
。
回
る
と
こ
ろ
は
、

花
畑
の
鷲
神
社
や
竹
塚
の
足
立
清

掃
工
場
な
ど
八
カ
所
で
、
中
川
堤

の
桜
や
、
都
民
ゴ
ル
フ
場
な
ど
も

車
の
中
か
ら
見
て
回
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。


